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報告

学部で学ぶ留学生の 日本語 自律学習過程について

―縦断的聞き取 り調査の分析―

ア プ ドゥハ ン恭子*

留学生の大学での目的達成 を支援する 日本語教育方法 を考案す ることを目標に、留学生の 日本語学習技

能 を判定 した2005年 の調査結果 を基に、2年 間継続的に留学生活における達成度 と日本語力を観察 した。

その結果、研究室環境への対応、就職活動への取 り組み、卒業研究への取 り組みなど、留学生に とって節

目となる経験を経 る中で、 自律的学習技能を獲得 し、満足のい く成果 を挙げた者 があった一方、不本意な

成果 しかあげ られず、 日本語能力にも大きな進歩の見 られない学生があった。人間関係構築、 自己開示の

程度 、専門知識 の習得、研究室 とい う日本社会への適応な どか ら見て、学部留学生においては、 自律的学

習技能を獲得 し日本語力を伸 ばす過程 は、大学 とい う社会で自立 を獲得する社会化の過程 と軌を一に して

いると考えられ る。 したがって、入学直後から、社会 の中で言語知識 を使用 しつつ伸ばしてい く方略的知

識、即ち、社会的な言語学習ス トラテジーを意識化す る授業を行って、 日本語の学習環境を自分で構築 し

ようとす る意欲 を高め、学習方法への内省 を導 く指導 を行 うことが大切であると考え られる。
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1.は じめ に

本研究の目的は、大学学部留学生を自律的な日本語

学習技能獲得に導く教育方法を考案することである。

留学生にとって日本語能力は大学生活を送る上でも

ちろん重要であるが、経験的な知見から、見かけ上の

日本語能力や日本語学習への熱心さが必ず しも留学の

成功に結びつかないことがあるように思われる。大学

で学ぶ留学生は、教科書の予習復習を中心とする予備

教育での受身的学習方法を脱 して、自分で学習環境を

構築し、日本語を使いつつ大学での授業 と活動に十分

な力をつけるという自律的な学習技能を獲得 しなけれ

ばならない。それにはまず、自分で自分に必要な事項

を認識 し可能な方法を案出する力が必要である。

2005年 に、学部留学生を対象に、どの程度 自律的に

学習を行っているのか、自律的な学習者にはどのよう

な特徴が見出されるかを知ることを目的に、学習者本

人と、その接触者に対し、調査を行った。その結果、

かなり自律性を備えていると考えられる学習者とそ う

でない学習者があることがわかった1)。その後の経過

を知るために継続的に本人に対 して聞き取 り調査を行

った。本稿は、この調査を通して観察 した結果を報告

し、学部留学生に対する教育方法のあり方を考察する。

以下では、まず、2005年の調査の結果を簡略に述べ、

次に、2年 にわたる縦断的調査の結果を報告 し、学部

での日本語教育の方法について考察する。

2.第 一 回聞 き取 り調 査 の概要 と結 果

学部留学生11名 に対し、本人と、留学生が日本語で

の接触が最も多いと申告 した人、または、指導教員や

先輩留学生にインタビューを行った。

質問項目は、本人に対 しては日本語能力の自己評価、

日本語 ・専門科 目の学習方法、学習環境への対応で、

接触者には留学生との接触状況や留学生の日本語能力

への評価である。

調査の結果、自己評価における問題認識、困難に直

面したときの対処、コミュニケーションへの積極性の
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3点 において明らかな差が見られ、自律的学習能力を

持つと考えられる学習者(グ ループI)と 、持たない

と考えられる学習者(グ ループII)の 二つに分けられ

た(表1)。

グループIの 学習者には、以下のような特徴があっ

た。

まず、自己の総合的な日本語能力に対する評価が高

く、問題認識が明確である。特に、受信についてより

も、自分が発信する場面で困難を感 じたことを内省 し

ている。即ち、相手と話 しながら自己の発言にモニタ

ーを働かせ、自分が意思を伝達するときに思 うように

いかないのはなぜか自覚 している。そ してより精密に

言い表す語彙がほしいと明確な問題意識を持っている。

その意識は社会文化的な側面へも広がり、書き言葉的

な表現やスピーチレベルのシフ トの必要性も感 じてい

る。

次に、自分に適 した日本語学習方法の工夫に積極的

である。映画やテ レビ、音楽などの視聴、インターネ

ットを通 じた日本人との会話など様々なメディアを積

極的に活用して語彙や日本語を話す相手を獲得してい

る。また、さらに積極性の高い者は、そのようなメデ

ィアから得た語彙や表現を使おうという意欲を持ち、

出遭った未知の語彙について必ず後で調べて、次の機

会に使用してみて日本人の反応を確かめるという学習

方法を実践している。

また、日本人との間に、その場限 りでない関係を築

いて行こうと努力している。自分の意志できっかけと

なる事柄を考え出し、それを通 じて継続的人間関係を

作 り、深いコミュニケーションを行っている。

専門科 目の授業への対応においても、粘 り強 く自分

で学習方法を工夫 している。「教師の板書を全部 ノー ト

に取 る。教科書がわか らなくても全部読む。 それか ら

母語で書かれた参考書を読む。そ してまた 日本語の教

科書 を読み返す。」とい うよ うに一語一語の理解 からの

ボ トムア ップ的理解では な く、全体 を見通 してか ら

個々を理解 してい く トップダウンの方法を案出 して実

践 している。

それに対 し、グループIIの 学習者 の特徴 は以下のよ

うにま とめ られる。

日本語能力が不十分 と感 じてい る者は、 日本語によ

るコミュニケーシ ョンに 自信がなく、人間関係構築 に

消極的である。専門科 目への対処は同国の先輩 に頼 っ

てお り、その場 しのぎである。(学 習者G、H)

また、 日本語能力が生活 には充分な程度 になってい

るのに、 日本人 とのコ ミュニケー ションに対 して消極

性を示す学習者 がい る。「おおよその意思疎通ができる

か らそれでいい」「深い話ができないか ら、難 しい話題

を避 ける」「分か らない言葉は聞き流す」とい う。レポ

ー トなどは見せて もらって写す な ど、専門科 目の学習

にも問題 を抱 えてい る。(学 習者 工、J)

日本語能力がかな りあって話題 も豊富だが、コ ミュ

ニケーシ ョンの際にモニ ターを働かせ ることな く、相

手の意図を詮 索 した り、 自分の間違いを確かめた りす

ることがなく、発信一方の学習者 もある。(学 習者K)

以上、 グループIIの 学習者は 日本語能力が不十分な

ためにコミュニケーシ ョンに消極的になっているか、

日本語力があって も、それ を使 って 日本人 と話 し、 日

本社会に溶け込 もうとす る意欲が薄い と思われ る。

表1各 学習者の特徴と、認識されたグループ



3.2年 間 にわ た る縦 断的調 査 の結 果

その後、この11名 について、学習者の大学生活の節

目ごとにインタビューを続けた。グループ1の 学習者

には1年 に一度、グループIIの学習者にはおよそ半年

ごとに、研究室に来てもらってインタビューした。特

にグループ11の学習者については、各回40分 ほど学習

環境の変化や日本語能力の向上などについて詳しく聞

き取り調査を行った。

また、それ以外の留学生についても機会を見ては話

を聞いて参考とした。 日本語の授業は1年 生4コ マと

2年 生1コ マのみであるが、その後も日本語の添削の

依頼や他の相談等のために来訪する機会があったため、

それ らを利用してインタビューを行った。

3.1グ ループ五の学習者の経過

まず、日本語 自律学習技能を獲得 していないと思わ

れたグループ】1の学習者の経過について報告する。

非漢字圏出身の学習者Gは 、2005年 の聞き取り調査

では、親しい特定の日本人学生の助けを全面的に借 り

て意思疎通を図っていた。 しかし、2年 生の時に実験

を通じて他の日本人学生と実験の手順など話 し合 うよ

うになって、彼らの性格の違いや、話の中の冗談など

の意図が理解できるようになり、会話力に自信を得た。

研究室に日本語の上手でない留学生が入ったとき、通

訳代わりの役割を果たしてさらに自信を増 し、アルバ

イ トを始めて仕事場での新 しいコミュニケーションに

挑戦するほどになった。

学習者Hは 専門科 目に対 して先輩や友人に頼ること

なく苦労しながら立ち向かっていて、徐々に自己の日

本語能力の向上を自覚しつっあった。研究室配属の時

に自ら、予定されている指導教員が厳 しい先生だから

変更希望を出せるかどうかとい う相談を携えて筆者を

訪れた。筆者は、これからは日本人学生と共に厳 しい

指導に立ち向かうことになる、本当の意味で 日本社会

に溶け込むことにチャレンジするよう励ました。その

後、卒業研究を進める間に研究室仲間と親 しくコミュ

ニケーションするようになり、論文は英語で書いたが、

中間発表や卒論発表は日本語で行った。就職活動の際

に、 日本語学習の参考書を求めて再び筆者のもとを訪

れたが、自分で本を選んで持ち帰った。即ち、この時

までには、自ら学習すべき内容を認識 し、それを学習

する方法も考案できるようになっていたのである。

学習者1は 半年ごとのインタビューでは、あまり日

本語力に変化はない、日本語で書 く卒論に苦労してい

ると述べていた。卒業研究は研究室のテーマに沿った

内容でなく、母国の科学教育を考察するものだったの

で、指導教員の指導の下に独自に資料を集めて卒論を

書き上げた。それを母国で発表 し、有意義な議論を経

験したようである。就職のための自己アピールや志望

動機を書 く際に添削を求めて筆者を来訪 し、その後就

職試験を挟んで数度にわたって訪れ話してくれたこと

によると、本人が大きな自信 と満足を得たのは、卒業

論文を日本語で書き上げたことと、就職の面接のため

に何度も書き直して完成させた文章に自分の研究や志

望動機、自己アピールを十分に盛 り込むことができ、

それが実際に面接で相手に受け入れられたことであっ

た。

一方で
、学習者Jは 研究室の雰囲気になじめなかっ

たらしく、無難に卒業研究をこなして日本企業に就職

したが、留学の成功は認めても、二度と研究室生活は

送りたくないと述べ、日本語能力はほとんど変わらな

いと自己評価 している。実際、送別会での挨拶は全く

型 どおりのものだった。

学習者Kは 特定の友人はいたが、研究室に入って不

適応を起こし、現在は不登校の状況である。不登校が

長期化する以前に話を聞いたときには、日本語能力に

変化はない、専門の語彙は増えても日本人と話が通じ

ない度合いは変わらないと自己評価 していた。

以上、グループIIの学習者の うち、全体的に日本語

能力が低 く自信がなかった学習者GとHは 、 日本人学

生との接触が増え、研究室に適応できるにつれ、日本

語能力も向上し、自信を得てコミュニケーションにも

積極的になった。 自分に不足している日本語の技能を

的確に認識できるようになり、自分なりの日本語学習

方法を実践し、日本語教員による添削の必要性がある

と感 じれば助力を求めに来るようになった。

しか し、日常生活が支障なく送れるのにそれ以上の



コミュニケーションを求めようとしなかった学習者1

とJは 、研究室への適応が重要な分岐点になって2つ

の方向に分かれる。研究室に入った時点で、指導教員

と打ち合わせ、討議して十分 日本語を鍛えた1と 、適

応できずに個人の卒業研究だけのために時間を過ごし

た者Jと では、日本語能力の向上に対する自己評価が

大きく異なる。

学習者Kの 研究室不適応は、中間発表の不成功を機

に起こった研究不適応(日 本人学生にもよく起こるこ

と)な のか、他の大学院生との人間関係に基づ くもの

なのか(指 導教員の見解)、本人は他の理由をあげてい

るため、真相分からない。ただ、一方的に発信はする

が相互的なコミュニケーションが難 しい彼の日本語力

のあり方に原因の一半があるのは確かであるように感

じられる。

3.2グ ループ1の 学習者の経過

グループ1の 学習者は全員問題なく研究室生活にも

適応 し、順調に留学の成果を上げている。

彼 らの述懐の中で自信を得るきっかけとなったと報

告されたのは、研究室での輪講での発表、卒業研究と

卒論執筆 ・その後の発表などによって日本語を鍛えた

こと、就職のため履歴書など書類の準備をしたこと(自

己アピール、研究計画書、志望動機などを自分で書い

て、周囲の人に添削してもらい、面接に備えて覚える

という、集中的に日本語を磨く経験)な どである。

第1回 調査で最も積極的に自分の日本語を日本人 ら

しくしようと試みていた学生は、論文で論理的な表現

も学習し、待遇表現も周囲の観察から学んで、自分が

日本文化を体得 してしまっていると語った。インタビ

ューはちょうど就職試験の前だったのだが、面接練習

で教えられたような型通りの 「国際的架け橋」となる

ことが夢だという発言を面接で実際にすべきか迷って

いた。 自分 らしさを出さなければ社会人は務まらない

とア ドバイスしたら、迷いが晴れたと語った。

3.3そ の他の学生の経過

その他、2006年 以降に入学 した学生にも折に触れて

インタビューをした。特に非漢字圏出身の留学生には

「新入生インタビュー」として、5月 初めに学習の様

子を聞き、問題がありそうなら、折に触れて面接した。

学習者Lは2007年 入学でマ レーシア出身の女子学生

である。 日本語能力も低 くなく、同じクラスに数名 の

女子学生がいて、共に授業を受けた り食事 した り、人

間関係でも専門科 目の履修 にも問題がないよ うに思わ

れた。 しか し、1年 生の後期に、話すのが もっと上手

にな りたい、話 し相手を紹介 してほしい と相談に来た。

グループで行動 して 日常的なことは話 しているが、話

があま り深ま らない。話すス ピー ドが速かった り方言

が混 じると分か らないこともあって受け流 して聞いて

いる自分が嫌になった とい う。同 じ学科の上級生を紹

介 したが、あま りうま くいかなかった ようである。現

在2年 生後期だが、同国の友人 と離れてアパー トを借

り、日本語 のクラスに参加 して言葉 を増やそ うとして

いる。アルバイ トもしてみたい とい う。

3.4縦 断的調査のまとめ

以上の調査か ら示 され るのは、2005年 の調査で 自律

学習能力が不十分であったがその後の2年 間で積極的

に日本語能力 を伸ば した学生は、 日本語を使 って大学

生活の中で 自立 してい くこ とに成功 したのだ とい うこ

とである。 日本人の人間関係の中で 自己開示できるよ

うにな り、大学生 としての社会的アイデンティテ ィを

獲得す るために行動で きるよ うになった とい うことで

ある。 この過程を次の章で くわ しく考察 したい。

4.考 察

留学生が 日本語を使 って 自立を獲得 した とい う具体

的な表れ は以下のよ うな点に見 られ る。

4.1人 間関係 と自己開示

2年 間の縦断的調査 で明 らかになったことは、自己

の 日本語能力についての満足度は、 日本人の中で親 し

い人間関係が構築で きて、そこで 自己開示ができてい

る とい う実感の度合いだ とい うことである。それ には

社会文化的な言語能力の習得 が必要であることは言 う

まで もない。 グループIIの 学習者は、 日本語力に 自信

がない うちは留学生同士の コミュニケーシ ョングルー

プの中にとどまってお り、 日本人 と親 しいコミュニケ

ーシ ョンができると自信 を得 る。そ してその 自己効力

感2)か ら、アルバイ トな ど新 しい人間関係 で自分を試

してみよ うとする。学習者Lは 、明 らかに、より広 く

自己開示ができるような深い人間関係 を求めてい ると

言える。



4.2専 門知識の獲得

日本語で講義を理解 して、専門知識を習得 し、体系

的な技術を身に付けたり、単位を取得 していくことは、

学部学生としてのアイデンティティ確立のために重要

な部分を占める。その成功は自己効力感となって次の

課題に取り組む力となっている。

4.3研 究室生活への適応

研究室に入って卒業研究を仕上げることは日本人 と

のコミュニケーションを深める機会であると共に、仕

事の仕方、教員や先輩学生との関係など、社会的な適

応を迫られるものである。研究室で自分の役割を果た

しつつ、アイデンティティを確立できるかが、課題で

ある。

グループ1の 日本語自律学習能力を持っていると思

われる学習者は、研究室での生活で、周囲の日本人の

言動を観察して、待遇表現や文化社会的な表現を敏感

に認識し習得している。

しかし、たいていの学生にとって理工系の研究室文

化に適応するのは難 しいようである。例えば、卒論研

究の進捗状況を報告する際に大した成果がないとき、

それをどのように報告するかにかなりス トレスを感 じ

ると言う。グループ1の 中には、日本人のや り方を取

り入れ、指導教員の叱責を受け流す態度まで学んでい

る者もあるが、日本人的なふるまいを身に付けつつ、

母国でのや り方との違いを認識 してス トレスを感 じる

ほど、文化的側面を意識化 している。

4.4日 本語での自立の過程

以上、縦断的調査の結果から、自律学習技能を獲得

していった学部留学生は大学 とい う日本社会の中で自

己のアイデンティティを確立 しつつ 自立していったと

観察される。それは自己開示の要求を満たし、専門知

識を身につけ、研究室に適応 し、卒論や就職という課

題を乗 り越える過程である。

したがって、大学院留学生については研究室という

共同体への参加を目的とした効率的な学習が求められ

るだろう3,4)が、学部学生はよりゆるやかな、それぞれ

の過程に応 じて自律学習が行われてお り5)、それを支

援するためには日本語教育の果たす役割が大きいと考

える。つまり、入学当初から社会の中で自律学習技能

を獲得するための言語学習ス トラテジー6,7)を積極的に

意識化する教育が重要な支援となると考える。

5.教 授 法 に対す る示唆

学部留学生の日本語教育における問題点の一つに、

クラスの学生の日本語能力、学習歴、学習目的、既得

学習技能などが一様でないとい うことが挙げられる。

非漢字圏、漢字圏の学習者、短期留学生などが共に学

んでいる。近年、学習者に目標設定や教材選択を求め

て、自己評価表や学習記録などを通して学習カウンセ

リングを行 うという自律学習8,9)の試みがなされ、個別

学習のためのEラ ーニング教材の開発も盛んである。

しかし、筆者は大学における日本語教育では多様な学

習者 と共に学ぶところから得る教育効果が大きいと考

える。 日本語による人間関係を構築 して自己開示を行

うことは、各自で学習する学習目標からでは達成 しに

くいからである。多様な学生が同じクラスで学び、他

の学習者から刺激を受けて、自己の日本語能力や学習

方法を内省する授業こそが必要である。

具体的にどのような自律学習支援が必要かについて

考えると、入学当初から様々な言語学習ス トラテジー

を意識させるために、まず以下の3つ が挙げられる。

(1)入 学時の日本語学習環境の構築が重要である

自分の日本語使用環境をチェックし、日本語で話す

範囲を広げる方策について考えさせる支援が必要であ

る。新しい環境での最初の実践的な社会的モデルの観

察と模倣には、社会文化的な理解が必要だからである。

(2)専 門科目学習への対応方法を提示する

対処に成功 した学習者の体験例を示して、 トップダ

ウンの方法が講義の理解に重要であるということを示

すことが有益だろう。専門科 目での成功が大きな自信

につながるからである。また、そのようなスキルや方

略を使用する日本語授業も豊富に用意する必要がある。

これは社会的ガイダンスとして有効だと思われる。

(3)学 習者のレベルに応 じてアウ トプットに力点を

置き、自己モニターを促進するような授業を用意する

話す場面では、自他にモニターを試みるような支援

が重要である。相手の発言の何が分かりにくいのか、

自分が話すときに感 じる困難はなにか、そのとき自分

はどうするかなど、内省するようなきっかけを作る必

要がある。その際、社会文化的な面についての学習者



の気づきも見逃さずに指導のきっかけにする。

書く力も同時に伸ばしていく必要がある。書 く過程

では語彙や表現などを何度 も推敲できる。状況説明を

筋道立てて行 う、判断の根拠を論理的に述べるなど、

内省に基づいた自己表現ができるよう支援する。

6.お わ りに

今後は第5章 に挙げた項目を授業で実践しっっ、自

律的学習ができていると考える学習者の特徴である発

話の場面での自己モニター意識やス トラテジーの使用

についてより詳 しく観察し、言語学習ス トラテジーの

意識化に有効な方法をさらに具体的に考え、実践して

いくっもりである。
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Autonomous Japanese Language Learning Process for
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- Insight from interviews -
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 The objective of this research is to develop didactics to support foreign students attain their academic goal 

in the university. To extract the characteristics of autonomous learners, we conducted interviews to 

undergraduate foreign students and the person who has close contact to each student in 2005 and repeated 

the interviews for the next two years. We observed that with the undergraduate student's ability to build 

his/her own human relation environment, one can establish his/her self-identity, master one's academic 

knowledge, and adapt to one's research laboratory. We can say that the aforementioned procedure is a 

process for the undergraduate students to build self-confidence to use the Japanese language. 

 Therefore, we stress the importance of Japanese lessons to make them conscious to social language 

learning strategies, and to make them motivated in building their own Japanese language learning 

environment and reflect their language learning method. 
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